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Cefuroximeに 関す る臨床的研究

出 本 俊 幸 ・北 浦 三 郎 ・加 藤 政 仁 ・永 坂 博 彦 ・菅 栄

南 条 邦 夫 ・加 藤 錠 一 ・森 幸 三 ・武 内 俊 彦

名古屋市立大学医学部第一内科学教室

呼吸器感染症を主とする中等症ないし中等症以上の内科的感染症9例 にCefuroximoを 使用した

結果,著 効1例,有 効4例,や や有効2例.無 効1例,判 定不能1例 の成績を得た。 症例が少なく

結論を出し得ないが,中 等症の症例に対して臨床効果が期待できる薬剤であると考える。 また,副

作用は自他覚的に特記すぺきものはみられなかった。

Cefuroximeは,英 国Glaxo社 研 究 所 で 開 発 され た 新

しい注射用 セフ ァ ロスポ リン系 抗 生 物 質 で,7-amino-

cephalosporanic acidのamino基 に2-methoxyiminof-

urylacetic acidを 結 合 させ る こ と に よ り β-1actamase

に抵抗性を もた せ た も の で あ るoし た が っ て,本 剤 は

β-1actamase産 生菌 に 対 し て 抗 菌 力 を 示 し,E. coli,

Klebsiellaの セ フ ァ ロスポ リン耐 性 株 やCitrobacter,

Proteus, Enterobacterな どに も抗 菌 活性 を示 す こ とが

知られている。 今 回,私 ど もは 本 剤 を呼 吸 器 感 染 症 を主

とした内科 的感 染症 に使 用 す る機 会 を 得た ので,そ の結

果につい て述べ る。

I.対 象

対象症例は29歳 か ら73歳 にわ た る男 性6例,女 性

3例 の計9例 で あ り,そ の 疾患 別 内訳 は 肺 炎4例,慢 挫

気管支炎2例,胆 の う炎1例,尿 路 感 染 症2例 で あ る

(Table 1)。

II.投 与 量 な らび に 投 与 方 法

1日 投与 量は159お よび39が 各4例 で750mgが

1例 であ り,1回750mgな い し1.59を 補 液(糖 液 ま

1たは電解質液)200～500mlに 溶解 し,1日2回 朝 夕 に

点滴静注 した 。 しか し,症 例6に お い て は1回750mg

を20%糖 液20mlに 溶 解 し,1日2回 朝 夕にone shot

静注 し,症 例8で は1日1回 の 点滴 静 注 と した 。

投与 日数 は5日 か ら14日 間 で あ り,平 均 投 与 目数 お

よび投与量 は11.1日 間,2449で あ る。

III.効 果 判 定 基準

1肺 炎 な らびに 胆 の う炎

著効(+):薬 剤 投 与 後7日 以 内に す ぺ て の 自他覚 症 状

の消失ない し著 明な 改 善 のみ られ た もの 。

有効(+):7日 以 内 に 明 らか な改 善 の み られ た も め。

やや有効(±)37日 以 内 に 軽 度 の 改 善 の み られ た も

の。

無効(-)17日 以 内に 改 善 の み られ な か った もの 。

2尿 路感 染 症

著効(+):薬 剤投与後4日 以内にすぺての自他覚症状

の消失ないし著明な改善のみられたもの。

有効(+):7目 以内に明らかな改善のみ られたもの。

やや有効(±):7日 以内に軽度の改善 のみ られた も

の。

無効(-):7日 以内に改善のみられなかったもの。

IV.臨 床 効 果

前項の判定基準に従って判定した結果,著 効1例,有

効4例,や や有効2例,無 効1例,判 定不能1例 の成績

であった。ただし,症 例4の 肺炎症例は投与中に寒冷凝

集反応からPrimary atypical pneumonia (PAP)と 確

定されたため判定不能として扱った。

V.細 菌 学 的効 果

本剤の使用前後に細菌学的検索が行なわれた症例は6

例あ り,Diplococcus pneumoniae, Klebsiella pneu-

moniae, Enterobacter cloacae, E. coliが 検出された

各1例,計4例 で菌の陰性化をみたが,他 の2例 では残

存ないし菌交代がみられた。したがって,症 例1,3,5,

8の4症 例は細菌学的にも有効 と判定された。

VI.副 作 用

本剤を投与した9例 全例で自他覚的な副作用はみられ

なかった。

他覚所見として血液学的,血 液生化学的検査を行なっ

た症例について検討したが,著 しい異常は認めなかっ

た。 ただし,症 例8の1例 に軽度のBUNの 上昇がみ

られているが,こ れは基礎疾患によるものと考えられる

(Table 2,Fig 1,2)。

VII.総 括ならぴに考案
摩 すでに述ぺたとおり

,Cefuroximeは 他のセファロス

ポリン剤と異なり,β-1actamaseに 対 して安定であ り,

Enterobacter,イ ン ドール陽性のProteus, Citrobacter

な どに対して抗菌力をもつことが特徴の一つとされてい

ゐ1,%私 どもの症例5に おいて も臨床効果 はやや有効

と判定されたが,治 療前に喀疾か らEnterobacter cloa-
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Fig. 1 Laboratory findings of cefuroxime

(No. 1)
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caeが 証 明され,治 療後,菌 の消失をみたことは,こ れ

ら基礎成績を反映する結果 と考えられる。

臨床効果についてはR。NORRBYら8)は67例 の各種感

染症に1日1.5gな い し6.0gを 筋 肉内あるいは静脈内

投与し,良 好成績を報告しているが,そ のなかで下部気

道感染症に対しては19例 中11例 に有効であった として

いる。また,G。K.DAIKOSら4)は 尿路ならびに呼吸器感

染症を主 とする41例 に1日1.09な い し3.0gを 主 とし

て3な いし4回 に分割筋 肉内投与し,29例 に有効であ

ったとし,特 に呼吸器感染症では13例 中10例 が有効で

あったと報告している。 しかし,私 どもの成績では6例

の呼吸器感染症(肺 炎4例,慢 性気管支炎2例)に 使用

し,有 効2例,や や有効2例,無 効1例,判 定不能1例

の結果であ り,そ の有効率は低率で あった。 このこと

は,私 どもの有効と判定されなかった症例は,い ずれも

比較的重篤な基礎疾患を有す るか,ま たは高齢者であ

り,宿 主の感染防禦能の低下が影響しているものと考え

られる。さらに,R.NORRBYら3)お よびG.K.DAIKOS

ら4,は1日 投与量を3な いし4回 に分割投与しているが,

私 どもは1日 量1.59な い し39を2回 に分割投与して

おり,こ の投与回数の差が成績に影響を与えた可能性も

否定できない。

Fig. 2 Laboratory findings of cefuroxime
(No. 2)
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最後に副作用については,今 回の9例 においては認め

られなかったが,RNORRBYら3)の 報告によれば血清ト

ラソスア ミナーゼ活性値の上昇がみられており,ま た,

本剤がセファロスポリン系抗生物質であることからも当

然アレルギー反応の出現の可能性もあり,本 剤の使用に

際 しては充分な注意が必要と考える。
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CLINICAL STUDY ON CEFUROXIME

TOSHIYUKI YAMAMOTO, SABURO KITAURA, MASAHITO KATO,

HIROHIKO NAGASAKA, SAKAE KAN, KUNIO NANJO, JOICHI KATO,
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Nine cases mainly with respiratory tract infections, of moderate or more severe grade, were

treated with cefuroxime in internal medicine. The following efficacy results were obtained : excellent

in 1 case, good in 4, fair in 2, poor in I and unassessable in I. It is difficult for us to draw a

conclusion on the clinical assessment of the drug from a small number of cases studied, and yet we

consider cefuroxime as the drug worthwhile to be expected its clinical effectiveness. There was no

noteworthy side effect observed subjectively and objectively.


